
１．平成23年３月期第１四半期の業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

  

（注）当社は、平成21年10月1日を効力発生日として普通株式１株を２株に分割いたしました。なお、平成22年３月期第
１四半期の１株当たり四半期純利益につきましては、株式分割を考慮しておりません。詳細は後記「（ご参考）株
式分割に伴う遡及修正値」をご覧下さい。 

  
（２）財政状態 

  
２．配当の状況 

２．当社は、平成21年10月１日を効力発生日として普通株式１株を２株に分割いたしました。なお、平成22年３月
期第２四半期末の１株当たり配当金につきましては、株式分割を考慮しておりません。詳細は後記「（ご参
考）株式分割に伴う遡及修正値」をご覧下さい。 

  
３．平成23年３月期の業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

        

平成23年３月期  第１四半期決算短信〔日本基準〕（非連結） 

        平成22年８月５日

上場会社名 株式会社ツクイ 上場取引所  ＪＱ 

コード番号 2398 ＵＲＬ  http://www.tsukui.net/ 

代表者        （役職名） 代表取締役社長 （氏名）津久井 督六 

問合せ先責任者（役職名） 専務取締役 管理推進本部長 （氏名）小林 司 （ＴＥＬ）  045（842）4115 

四半期報告書提出予定日 平成22年８月13日 配当支払開始予定日 ― 

四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 有 ・無     

四半期決算説明会開催の有無    ： 有 ・無     

  （百万円未満切捨て）

（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  10,496  10.0  414  22.5  570  92.8  283  120.9

22年３月期第１四半期  9,545  10.7  338  △26.6  295  △34.7  128  △43.8

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期  19  55  －      

22年３月期第１四半期  20  05  －      

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  29,740  5,145  17.3  340  42

22年３月期  26,581  3,836  14.4  299  33

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 5,145百万円 22年３月期 3,836百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期  －        10 00 －      5 00  15  00

23年３月期  －      

23年３月期（予想）  5 00 －      5 00  10  00

（注）１．当四半期における配当予想の修正有無 ： 有 ・無

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  21,077  9.0  805  △0.1  1,066  49.5  534  63.1  35  38

通期  42,838  8.6  1,656  4.5  2,243  18.9  1,129  21.8  74  76

（注）当四半期における業績予想の修正有無 ： 有 ・無
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４．その他（詳細は、［添付資料］Ｐ．３「その他の情報」をご覧ください。） 

（注）簡便な会計処理および四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る

会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（３）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時

点において、四半期財務諸表に対する四半期レビュー手続を実施中です。 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んで

おります。実際の業績等は、業況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。 

 なお、当社は平成22年４月21日付で公募による新株発行2,000,000株、平成22年５月18日付でオーバーアロットメン

トに係る第三者割当増資300,000株を実施いたしました。 

（１）簡便な会計処理および特有の会計処理の適用 ： 有 ・無

① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有 ・無

② ①以外の変更        ： 有 ・無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 15,116,000株 22年３月期 12,816,000株

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 352株 22年３月期 352株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 14,521,143株 22年３月期１Ｑ 6,407,824株
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（ご参考）株式分割に伴う遡及修正値 

  

当社は、平成21年８月５日開催の取締役会決議により、平成21年10月１日を効力発生日として普通株式１株を２株に分

割いたしました。当該株式分割が前期首に行なわれたと仮定した場合の平成22年３月期第１四半期の１株当たり四半期純

利益および、平成22年３月期第２四半期末の１株当たり配当金は下記のとおりです。 

  

  

  

  

  

  

  １株当たり四半期純利益 

  

平成22年３月期第１四半期 

円 銭

10.02

  １株当たり配当金 

  第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

平成22年３月期 
円 銭

－

円 銭

5.00

円 銭

－

円 銭

5.00

円 銭

10.00
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（１）経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期におけるわが国の経済は、アジアを中心とした新興国経済の成長や政府による緊急経済対策等によ

り、緩やかな回復基調に転じているものの、雇用情勢の悪化懸念や欧州の信用不安、円高の進行やデフレ状況など

依然として厳しい状況で推移いたしました。 

 介護業界におきましては、政府の「新成長戦略」が閣議決定され、介護分野は高い成長と雇用創出が見込める日

本の成長牽引産業として位置付けられました。また、介護職員の処遇改善については、平成21年10月より各都道府

県において交付が開始された「介護職員処遇改善交付金」および「福祉・介護人材の処遇改善事業助成金」の平成

22年度分の申請率が、それぞれ約82％と約70％となっており、全国の介護事業所で着実に介護職員の処遇改善が進

んでまいりました。 

 このような状況のもと、当社は引き続き職員の処遇改善に取り組むとともに、社内研修体制のより一層の充実を

図り、職員の定着率の向上と知識やスキルの向上に積極的に取り組むことで、お客様へより良いサービスを提供出

来る体制の確立を図ってまいりました。 

 当社は在宅介護事業に加えて、介護保険サービス以外の事業を拡大し収益体質を強化するため、有料老人ホーム

事業、人材開発事業の３事業を柱に、引き続き成長戦略を進めております。この戦略を推進するためには継続的な

新規設備投資が必要であり、その財源を確保するための安定した収益基盤の確立が不可欠であります。従って、引

き続き「成長と収益のバランス」を重視した経営を推進しております。これによりまして当第１四半期末における

当社の事業所数は、47都道府県485ヵ所となりました。 

 以上の結果、当第１四半期における売上高は10,496百万円（前年同期比10.0％増）、営業利益は414百万円（同

22.5％増）、経常利益は570百万円（同92.8％増）、四半期純利益は283百万円（同120.9％増）となりました。 

 なお、介護職員の処遇改善に取り組む事業者に対して、前述のとおり平成21年10月より「介護職員処遇改善交付

金」および「福祉・介護人材の処遇改善事業助成金」の交付が各都道府県において始まりましたが、当第１四半期

における当該交付金および助成金の収入は222百万円であります。当該交付金および助成金は営業外収益に計上す

る一方で介護職員に支払う人件費は売上原価に計上しております。 

  

＜セグメントの状況＞ 

①在宅介護事業 

在宅介護事業につきましては、デイサービスセンター８ヵ所の新設、既存ヘルパーステーション等１ヵ所の移転

統合（事業所数の減少）を行いました。また、営業活動を強化して利用者の確保に努め、これまで開設いたしまし

たデイサービスセンターの利用率を引上げて収益改善に取り組みました。その結果、在宅介護事業の売上高は

7,905百万円、経常利益は757百万円となりました。 

②有料老人ホーム事業 

有料老人ホーム事業につきましては、平成22年５月に東京都世田谷区に当社では最大となる125室の介護付有料

老人ホームを開設いたしました。まだ開設後間もなく入居率が低いこと等から、有料老人ホーム事業の売上高は

1,337百万円、経常損失は103百万円となりましたが、営業活動を強化して入居者の確保に努め、これまで開設した

有料老人ホームの入居率の引き上げに注力し収益改善に取り組んでおります。 

③人材開発事業 

 人材開発事業につきましては、雇用環境の悪化から派遣売上の落ち込みが激しく、人材開発事業の売上高は

1,253百万円、経常損失は83百万円となりましたが、有料職業紹介事業の拡大と、介護・医療特化型求人サイト

「ツクステ」の基盤強化、ならびに政府等が実施する「長期失業者支援事業」等の受託に積極的に取り組んでおり

ます。 

  

  

（２）財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債および純資産の状況  

  当第１四半期会計期間末における総資産については、前事業年度末に比べ総資産が3,158百万円増加し29,740百

万円となりました。主な増減要因は現金及び預金の増加1,082百万円、新規出店によるリース資産の増加1,907百万

円、建設仮勘定の増加231百万円等に対し、長期貸付金（建設協力金）の減少282百万円等の結果であります。 

  負債は前事業年度末に比べ1,849百万円増加し24,594百万円となりました。主な増減要因は、未払金の増加371百

万円、リース債務の増加1,646百万円等に対し、賞与引当金の減少205百万円、未払法人税等の減少349百万円等の

結果であります。 

  純資産は前事業年度末に比べ1,309百万円増加し5,145百万円となりました。主な増減要因は新株発行および第三

者割当増資による資本金等の増加1,089百万円、四半期純利益による増加283百万円に対し、配当金の支払による減

少64百万円等であります。 

１．当四半期の業績等に関する定性的情報
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②キャッシュ・フローの状況 

 当第１四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は2,341百万円と、前事

業年度末に比べ935百万円の増加となりました。 

 当第１四半期累計期間におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの増減要因は、次のとおりであります。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第１四半期累計期間において営業活動の結果得られた資金は484百万円(前年同期比595百万円資金増）となり

ました。これは主に、税引前四半期純利益の計上564百万円、未払金の増加428百万円等に対し、賞与引当金の減少

額205百万円、法人税等の支払額576百万円等の結果であります。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第１四半期累計期間において投資活動の結果使用した資金は608百万円(前年同期比4百万円資金増）となりま

した。これは主に、貸付（建設協力金）による支出197百万円、有形固定資産の取得による支出303百万円、および

預金の担保差入れ（有料老人ホーム入居金の保全）による支出146百万円等によるものであります。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第１四半期累計期間において財務活動の結果得られた資金は1,059百万円(前年同期比620百万円資金増）とな

りました。これは主に、長期借入れによる収入500百万円、株式の発行による収入1,079百万円に対し、短期借入金

の純減少額143百万円、長期借入金の返済による支出200百万円等によるものであります。 

  

（３）業績予想に関する定性的情報 

 業績予想につきましては、平成22年５月12日に公表いたしました業績予想に変更はありません。 

  

  

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 税金費用については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。   

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①会計処理基準に関する事項の変更 

  「資産除去債務に関する会計基準」の適用 

  当第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

および「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適

用しております。 

 これにより、営業利益および経常利益は198千円、税引前四半期純利益は5,583千円減少しております。 

 また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は9,173千円であります。 

  

②借地権の償却方法 

 従来、借地権は償却を行わず取得原価で資産計上しておりましたが、当第１四半期会計期間より賃借契約期間で

均等償却する方法に変更しました。この変更は期間損益の適正化および財務内容の健全化を図るため、賃借契約期

間に亘って合理的に費用配分したことによります。これにより、営業利益、経常利益および税引前四半期純利益は

それぞれ192千円減少しております。 

  

（３）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。 

  

２．その他の情報
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３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末 
(平成22年６月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,592,950 2,510,863

売掛金 3,975,964 3,873,036

貯蔵品 34,226 33,212

前払費用 547,282 504,658

繰延税金資産 322,671 322,671

短期貸付金 197,891 214,160

未収入金 1,248,732 1,214,878

その他 82,850 87,202

貸倒引当金 △33,000 △31,000

流動資産合計 9,969,569 8,729,684

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 463,393 475,776

構築物（純額） 25,753 22,898

車両運搬具（純額） 108 123

工具、器具及び備品（純額） 64,407 64,226

土地 729,196 729,196

リース資産（純額） 11,373,918 9,466,172

建設仮勘定 409,250 177,410

有形固定資産合計 13,066,028 10,935,803

無形固定資産   

借地権 22,947 23,140

ソフトウエア 455,270 482,122

その他 10,874 9,772

無形固定資産合計 489,092 515,035

投資その他の資産   

投資有価証券 245 －

長期貸付金 2,750,974 3,033,859

従業員に対する長期貸付金 94,224 97,216

長期前払費用 1,041,275 1,025,005

長期前払消費税等 525,836 460,822

繰延税金資産 108,395 108,381

敷金及び保証金 1,685,101 1,667,700

その他 9,269 7,533

投資その他の資産合計 6,215,321 6,400,519

固定資産合計 19,770,442 17,851,358

資産合計 29,740,012 26,581,042
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（単位：千円）

当第１四半期会計期間末 
(平成22年６月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 4,202 3,415

短期借入金 1,442,000 1,585,000

1年内返済予定の長期借入金 1,215,794 1,158,244

1年内償還予定の社債 200,000 100,000

リース債務 379,687 324,026

未払金 2,973,152 2,601,232

未払費用 296,191 160,499

未払法人税等 310,273 659,446

前受金 567,650 573,072

預り金 306,911 289,926

賞与引当金 208,724 414,654

流動負債合計 7,904,588 7,869,518

固定負債   

社債 1,050,000 1,150,000

長期借入金 4,000,049 3,757,710

長期前受金 1,054,863 1,041,058

長期預り保証金 311,151 268,893

退職給付引当金 298,843 283,378

資産除去債務 9,173 －

リース債務 9,965,637 8,374,358

固定負債合計 16,689,718 14,875,397

負債合計 24,594,307 22,744,916

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,359,552 814,625

資本剰余金 1,378,752 833,825

利益剰余金 2,407,551 2,187,806

自己株式 △130 △130

株主資本合計 5,145,725 3,836,125

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △20 －

評価・換算差額等合計 △20 －

純資産合計 5,145,705 3,836,125

負債純資産合計 29,740,012 26,581,042
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（２）四半期損益計算書 
（第１四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 9,545,021 10,496,599

売上原価 8,497,130 9,315,061

売上総利益 1,047,891 1,181,538

販売費及び一般管理費 709,259 766,652

営業利益 338,632 414,885

営業外収益   

受取利息 18,565 12,788

助成金収入 842 232,651

その他 4,020 9,081

営業外収益合計 23,427 254,522

営業外費用   

支払利息 57,430 80,400

株式交付費 － 10,693

社債利息 4,383 3,459

その他 4,362 4,312

営業外費用合計 66,176 98,866

経常利益 295,883 570,540

特別損失   

固定資産除却損 93 1,154

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 5,359

特別損失合計 93 6,513

税引前四半期純利益 295,789 564,027

法人税等 167,327 280,204

四半期純利益 128,462 283,823
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 295,789 564,027

減価償却費 112,921 184,619

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3,831 2,000

賞与引当金の増減額（△は減少） △189,375 △205,930

退職給付引当金の増減額（△は減少） 15,792 15,465

受取利息及び受取配当金 △18,565 △12,791

支払利息 57,430 80,400

社債利息 4,383 3,459

シンジケートローン手数料 499 499

有形固定資産除却損 93 1,154

売上債権の増減額（△は増加） 278,885 △102,927

未収入金の増減額（△は増加） △502,288 △33,853

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,840 △1,013

その他の流動資産の増減額（△は増加） △24,282 △36,921

仕入債務の増減額（△は減少） △1,932 786

未払金の増減額（△は減少） 452,134 428,061

長期前受金の増減額（△は減少） △92,945 13,805

長期預り保証金の増減額（△は減少） 28,250 42,258

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 5,359

その他の流動負債の増減額（△は減少） 8,126 168,284

その他 1,736 10,661

小計 432,327 1,127,405

利息及び配当金の受取額 18,514 12,792

利息の支払額 △65,484 △79,085

法人税等の支払額 △496,280 △576,520

営業活動によるキャッシュ・フロー △110,921 484,592

投資活動によるキャッシュ・フロー   

預金の担保差入れによる支出 △60,584 △146,261

有形固定資産の取得による支出 △38,774 △303,077

無形固定資産の取得による支出 △274,991 △15,680

敷金及び保証金の差入による支出 △47,295 △32,063

敷金及び保証金の回収による収入 5,596 13,845

貸付けによる支出 △257,233 △197,500

貸付金の回収による収入 62,092 73,178

その他 △1,347 △647

投資活動によるキャッシュ・フロー △612,539 △608,206
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（単位：千円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 480,000 △143,000

長期借入れによる収入 1,300,000 500,000

長期借入金の返済による支出 △225,610 △200,610

社債の償還による支出 △1,000,000 －

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △51,037 △112,163

株式の発行による収入 － 1,079,402

配当金の支払額 △64,383 △64,187

財務活動によるキャッシュ・フロー 438,968 1,059,440

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △284,492 935,825

現金及び現金同等物の期首残高 1,462,810 1,405,719

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,178,318 2,341,545
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  該当事項はありません。  

  

  

１.報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の

配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社の以下の事業は本社にサービス別の事業本部を置き、各サービスについての包括的な戦略を立案し、事業活動

を展開しております。 

 「在宅介護事業」は通所介護（デイサービス）、訪問介護、訪問入浴介護など、主に介護保険法等に規定する介護

サービスを行っております。 

 また、「有料老人ホーム事業」は介護保険法等に定められた介護付有料老人ホーム事業を行っております。 

 「人材開発事業」は主に労働者派遣法に基づく一般労働者派遣事業と職業安定法に基づく有料職業紹介事業を行っ

ております。 

  

２.報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報  

  当第１四半期累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日）          （単位：千円）    

  

３．報告セグメントの利益または損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額および当該差額の主な内容

 （差異調整に関する事項） 

  

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報 

 （固定資産に係る重要な減損損失） 

  該当事項はありません。 

  

 （のれんの金額の重要な変動） 

  該当事項はありません。 

  

 （重要な負ののれん発生益） 

  該当事項はありません。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  

報告セグメント

合計 
在宅介護事業

有料老人
ホーム事業 

人材開発事業 

売上高         

外部顧客への売上高  7,905,674  1,337,528  1,253,396  10,496,599

セグメント間の内部売上高または

振替高 
 －  －  －  －

計  7,905,674  1,337,528  1,253,396  10,496,599

セグメント利益または損失（△）  757,107  △103,448   △83,119  570,540

その他の項目 

減価償却費 

受取利息 

助成金収入  

支払利息  

132,403

3,282

214,035

49,219

47,670

9,492

17,220

29,914

 

 

 

 

 

4,546

14

1,395

1,266

184,619

12,788

232,651

80,400

利益 金額   

報告セグメント計  570,540

四半期損益計算書の経常利益  570,540
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（追加情報） 

 当第１四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３月

27日）および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３

月21日）を適用しております。 

  

 当社は、平成22年４月21日付で、公募による新株発行について払込みを受け、平成22年５月18日付で野村證券株

式会社から第三者割当増資の払込みを受けました。この結果、当第１四半期会計期間において、資本金が544,927

千円、資本剰余金が544,927千円増加し、当第１四半期会計期間末において資本金が1,359,552千円、資本剰余金が

1,378,752千円となっております。 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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  販売実績 

  当第１四半期会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

  （注）１．上記の金額には消費税等は含まれておりません。 

２．在宅介護事業のその他には、ショートステイ売上、福祉用具販売売上、緊急通報システム売上が含まれてお

ります。 

３. 人材開発事業には、人材派遣売上、職業紹介売上、求人サイト売上、委託事業売上が含まれております。 

  

４．補足情報

セグメントの名称 販売高（千円） 

在宅介護事業      

通所介護（デイサービス）  4,547,074

訪問介護  1,703,102

訪問入浴介護  693,944

グループホーム  610,212

居宅介護支援（ケアプラン作成）  295,199

小規模多機能  13,501

その他  42,639

小計  7,905,674

有料老人ホーム事業  1,337,528

人材開発事業  1,253,396

合計  10,496,599
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